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がん登録とDPCを軸とした放射線画像データベースと診療支援システムの構築 

 

 

研究分担者   小林秀章   大隅鹿屋病院 放射線科 医長 
研究責任者  東 尚弘  国立がん研究センターがん対策情報センターがん登録センター長 

 

 

研究要旨 本研究はがん診療に携わる全ての医師に対する診療支援および教育を目的として、院

内がん登録とDPCの突合データベースを軸にがん患者の放射線画像データベースを構築し、放射

線画像診療情報検索システムを開発するものである。今年度は画像データ提供の協力施設を追加

し、がん症例の画像データ収集を行いデータベースを拡充した。診療支援および教育に利活用可

能とするため、院内がん登録とDPCデータをより有効に組み合わせて検索機能を向上したがん画

像教育画像閲覧システムを新たに開発した。このシステムを協力施設で利用してもらい簡単なア

ンケート調査を行った。  

 

A. 研究目的 

本研究はがん診療に携わる全ての医師に対

する診療支援を目的として、院内がん登録

とDPCの突合データベースを軸にがん患者

の放射線画像を収集し、新たなデータベー

スを構築するものである。また、これら突合

データを研究参加施設において診療支援・

教育に活用可能とするため画像診療情報検

索システムを開発する。  

 

B. 研究方法 

放射線画像データベースを構築・活用する

ために、協力施設における画像データ抽出

体制を確立し画像データ収集、センター内

に蓄積、整理し、データ検索システムの構築

を行う。研究１年目は協力施設においてPA

CS(Picture Archiving and Communicati

on Systems)の放射線画像診療システムか

ら対象症例の抽出、画像の抽出・集約、匿名

化処理(院内がん登録匿名IDとの共通)、暗号

化を行う画像データ抽出ソフトウェアの開

発を行った。2年目は、協力施設を新たに増

やし画像データ収集を行った。また、1年目

において画像データ抽出時に保存処理時間

が長くなることや大容量化が問題となった

ため、画像データ抽出ソフトウェアの改良

を行い、高速化およびデータ圧縮を達成し

た。そして、院内がん登録やDPCの診断や診

療行為のコードを元にして、放射線画像を

検索し診断や教育に役立てるシステムを試

作した。最終年度となる今年度はさらに協

力施設を増やし画像データ収集を行い、PA

CSを利用した画像データベースの増強を行

った。そしてそれら画像データを利用した

がん画像教育画像閲覧システムの開発を新

たに行った。このシステムを協力施設にて

試用してもらい、アンケート調査を行った。 

 

C. 研究結果 

今年度は画像データ収集を行う協力施設が

1施設増え、昨年度改良した画像データ抽出

ソフトウェアを使用しDICOM通信を行い

データ保存用PCに画像データを保存した。

また、これまで収集した放射線画像データ

をセンター内に設置されたPACS内へイン

ポートし画像連番の整理を行った。そして、

PACS内の画像と連動したがん画像教育画

像閲覧システムの開発を行った。これは院

内がん登録の項目を検索キーとして入力す

ると、それに対応する患者画像が検索され、

検索結果をリスト表示もしくはサムネイル

画像表示を選択表示可能とするものである
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（図1,2）。これらリストの患者もしくはサ

ムネイル画像をダブルクリックするとPAC

Sから該当患者の画像データが連動して検

索されviewer上に表示、臨床現場でのよう

にページング表示可能となる（図3）。1000

例程度データ量が蓄積された時点で、協力

施設の一部にてVPN接続でリモートアクセ

スしてこのシステムを試用してもらい、利

用アンケート調査を行った（図4）。インター

ネット等での症例画像検索よりも優れてお

り、外科系後期研修医の教育に有効という

回答が多かった(表1)。 

 

 

D. 考察  

協力施設の画像データ収集においては、DI

COM接続して使用する画像データ抽出ソフ

トウェアを開発し、改良を加えて高速化、デ

ータ圧縮化を行った。このソフトウェアを

利用するにあたり、接続施設毎に設定の段

階で難渋することが多かった。これは各施

設で個別の接続設定があり単純にDICOM

接続のみで簡単に通信するのは難しいよう

である。しかしながら、一度接続が確立され

ると院内がん登録リンクデータで検索され

る1年間の大容量の画像データの通信がス

ケジュール通りに可能となり、毎年定期的

に画像データを協力病院から収集するので

あれば次年度からは非常に効率的な画像デ

ータ収集法と考えられる。  

今回はPACSを利用した画像データベース

構築を行ったが、インポート作業にて画像

に写りこんでいる個人情報の削除に難渋し

た。今後このような画像自体に記入されて

いる個人情報の削除については自動化する

システムが望まれる。 

二年目に収集画像データを用いてTNM分類

の深達度に準じてがんステージングアトラ

スの作成を試みたが、手作業で深達度分類

から画像の配置を行うシステムであり、ま

た、院内がん登録の多様なキーワード検索

に応じた画像検索を可能とするシステムが

望まれたため、最終年度に新たにがん画像

教育画像閲覧システムをの開発を行う運び

となった。院内がん登録リンクデータからT

NM分類や部位コード、組織コードなどから

検索可能とし、リスト表示やサムネイル画

像表示された症例一覧から各症例を開くこ

とにより、実際に臨床で使用されているDI

COM画像ビューワーが起動し、連続画像を

ページングして診療時のように詳細に閲覧

することが可能となった。短時間に集中し

て連続的にがん症例の画像を経験可能とな

っており教育に非常に有効なシステムと考

えるられる。サムネイル画像表示の製作に

あたり1例ずつ手作業でがん病変が描出さ

れているスライスを登録するため労力を要

した。これについても今後自動化するシス

テムが望まれる。 

このシステムを協力施設にて試用し、小規

模ながらアンケート調査を行ったところ、

インターネットでの画像検索よりも有効と

の回答を得た。インターネット検索での症

例画像では病理組織等の裏付けが不明な症

例も多く、本システムでは院内がん登録デ

ータにより情報の担保があり優れていると

考えられる。また、外科系後期研修医の教育

に有効という回答が多かったが、これは多

忙な外科医師の業務で効率よくがんのステ

ージングアトラスが学べるということが理

由と考えられる。 

昨年度も問題になったが画像容量が継続的

に増えるため保存領域の確保が問題となり

サーバー内保存領域の拡充が継続的に必要

と考えられる。データ圧縮や検査モダリテ

ィや保存シリーズをさらに限定する必要が

あるかもしれない。 

 

E. 結論  

院内がん登録とDPCの突合データベースか

らがん患者のDICOM画像を抽出、匿名化保

存を行い、センター内に構築された研究用P

ACSに収集、管理した。これら画像データベ

ースを利用し研究参加施設において診療支

援・教育に活用可能とするため院内がん登

録項目を用いたがん画像教育画像閲覧シス

テムを開発した。今後も継続して協力施設

の範囲を広げ、画像データベースの増強を



 

 

14 

 

 

行い、診療支援・教育に活用可能なツールと

してアップデートを行い、利用を促進して

いきたい。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし。  

 

Ｇ．研究発表 

 

 1.  論文発表  

なし  

 

 2.  学会発表  

 なし  

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況  

  （予定を含む。）  

 1. 特許取得  

 なし  

 

 2. 実用新案登録  

 なし  

 

 3.その他  

 なし   
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 図1: がん画像教育画像閲覧システムでの検索結果のサムネイル画像表示 

 

図2: がん画像教育画像閲覧システムでの検索結果のリスト表示 
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図3: がん画像教育画像閲覧システムでのviewer起動時の画像表示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                      
                                 
図4: がん画像教育画像閲覧システム利用 
アンケート調査 
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  設問① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

回答者 1 呼吸器外科 ｂ ａ ｂ ａ ａ ｂ ｂ 

2 総合内科 ｄ ａ ｂ ｃ ｂ ｂ ｂ，ｃ 

3 総合内科 ｄ ａ ｂ ｂ ａ ｂ ａ，ｃ，ｆ 

4 総合内科 ｃ ａ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ 

5 総合内科 ｃ ａ ｂ ｂ ｂ ｂ ｄ 

6 初期研修医 ａ ｄ ｂ ｂ ｂ ｂ ａ，ｂ，ｃ，ｆ 

7 歯科 ｃ ｂ ｂ ｂ ａ ｂ 
ｈ（全て、医療関

係者） 

8 研修医 ａ 未回答 未回答 ａ ａ ｂ 
ａ，ｂ，ｃ，ｄ，

ｅ，ｆ 

9 研修医 ａ ａ 

実際のＣＴの

ように動かせる

のがよい。 

似ている画像を

一気に見れる

のでパターン化

でき勉強になる 

ａ ａ ａ ａ，ｂ 

10 未回答 ａ ａ 利用していない ａ ａ ｂ 
ａ，ｂ，ｃ，ｄ，

ｅ，ｆ，ｇ 

11 呼吸器外科 ｅ ａ 

ａ 

データへのアク

セスを拡げてほ

しい 

ａ ｂ 

ａ 

急性腹症の画

像データベース 

b，d，ｅ，ｇ 

 
表1: がん画像教育画像閲覧システム 使用アンケート結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


